
 

 

［成果情報名］有機飼料生産に向けたサイレージ用トウモロコシの機械除草体系 

［要約］ロータリーカルチベータによる中耕・培土処理あるいは株間除草機による中耕の早

期多回処理により、トウモロコシ有機栽培圃場における雑草の発生を抑制することができ

る。 
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［担当］青森畜研・酪農飼料環境部 

［代表連絡先］電話 0175-64-2791  
［区分］東北農業・畜産 

［分類］技術・普及 
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［背景・ねらい］ 

サイレージ用トウモロコシの有機栽培においては除草剤が利用できないことから雑草害

が極めて深刻であり、雑草の混入によって収量及び栄養価とも著しく低く、これが家畜の

増体量が確保できない一因となっている。そこで、農作業機を用いた効果的な除草体系を

確立するため、ロータリーカルチベータによる適切な中耕・培土法を検討するとともに、

近年普及しつつある株間除草機の雑草防除効果を明らかにする。  
 

［成果の内容・特徴］ 

１．ロータリーカルチベータを用いて中耕・培土する場合は、トウモロコシの発芽から２

週間程度経過した時期に中耕を行い、その後１週間毎に培土を２回実施する体系の除草

効果が高く、トウモロコシ収量が確保できる。（表１、図１）  
 
２．株間除草機を利用する場合は、トウモロコシの発芽後１週間程度経過した時期に１回

目の処理を行い、以後１週間毎に処理を３回繰り返す体系の除草効果が高く、処理回数

の増加に伴いトウモロコシ収量が高まる。（表１、図２）  
 
３．供試したロータリーカルチベータの作業能率は 23～35a/hr、株間除草機は 87～102 a/hr
であり、株間除草機が省力的である。  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．トウモロコシの有機栽培を導入する際の除草技術として活用できる。  
 
２．ロータリーカルチベータによる培土作業は培土板を用いず、逆転させたロータリー爪

の飛散土による軽い培土とし、耕深は培土１回当たり５cm 程度とする。 
 
３．本試験に供試した株間除草機は転動タイン型の機種であり、強制回転タイン型や固定

タイン型の機種では除草効果及び作業能率が異なると推察される。  
 
４．雑草の発生時期をできるだけ遅らせるため、耕起後の砕土・整地作業は播種直前に行

う。 
 
５．本体系による防除効果が高い草種はシロザ、ツユクサ、ノビエ、ハコベ、ホトケノザ

であり、ブタクサ、イヌタデに対する防除効果は劣る。



 

 

［具体的データ］ 

      表１  トウモロコシ有機栽培における機械除草体系モデル  

トウモロコシ  
発芽後の時期  

暦 日  中耕・培土体系  株間除草体系  

 5 月 10 日 播  種 播  種 

1 週間後 5 月 27 日 － 中耕(1 回目) 

2 週間後 6 月 3 日 中耕(1 回目) 中耕(2 回目) 

3 週間後 6 月 10 日 培土(1 回目) 中耕(3 回目) 

4 週間後 6 月 17 日 培土(2 回目) 中耕(4 回目) 
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図１ 中耕及び培土回数が乾物収量・雑草量に及ぼす影響
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図３　　中耕及び培土作業に用いた作業機

ロータリーカルチベータ 株間除草機

 

（村田憲昭） 

［その他］ 

研究課題名：中耕の高度化によるトウモロコシの無除草剤栽培技術の確立 

予算区分：交付金プロ（有機短角） 

研究期間：2008～2010 年度 

研究担当者：村田憲昭、逢坂憲政、芦田倫子、佐藤義人 

注1) 畜産研究所内圃場、連作 5 年目、化学肥料施用、 

土壌は淡色黒ボク土。 

  2) 優占雑草：シロザ、ツユクサ、ノビエ、ハコベ。 

  3) 中耕・培土機：ロータリーカルチベータ使用 

（ササキ RT205 型、2 条用）。 

4) 中耕・培土は表 1 中耕・培土体系に示す時期に実

施。中耕１回培土 2 回区は中耕-培土-培土、中耕 2

回培土 1 回区は中耕-中耕-培土、中耕 3 回区は中

耕-中耕-中耕の順に実施。 

  5) 除草区：土壌処理除草剤＋茎葉処理除草剤。 

  6)  1 区面積 1.8ａ、反復なし。 
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図２　　株間除草回数が乾物収量・雑草量に及ぼす影響
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注 1) 上北郡横浜町のトウモロコシ有機栽培圃場、 

連作 6 年目、土壌は砂質土。 

 2) 優占雑草：ブタクサ、ノビエ、ホトケノザ、イヌタデ。 

 3) 株間除草機 :ニチノーNAK-3 型(2 条用)使用。 

4) 処理時期：2 回処理は表 1 株間除草体系の 2 回  

目まで、3 回処理は 3 回目まで、4 回処理は 4 回  

目まで実施。 

5)  1 区面積 15ａ、反復なし。 


